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奈良市民憲章

車院は日本のふるさと， 量tい白血とすぞれ止宜.量産.

守η、古畢ι性むものにふきわしい自宜と揖句民生ーH ，

ー
.且は.量'"ら"ち. 育j>IIC<I."で、はつ;..，~咽

'"置い人固に屯りH ，う，

.且は曹庫め息ち. 品'"のしあわ-.，~崎区、 $~ J<"

に圃吋".草'" ・
.且国植揮で軍帽屯草ち..fi書巴国』ちだ'"圃帽に'

t重しょう.

車且はのOゆく置ら.直且の歯車守、証量と圃相eとれた

睡"、位争よい草'"りH 車" 九

(編)(集)(後)(配)

平.，年s月晶、ιご費担いただいτいま

寸「事自申四事」祖肩書申並岡両質事んが

6月 7目、逝;去されました.

品河Zんl阜、作軍とLて 『高島町民話」

「高島大和闘かるたH 中世大和物語」屯E

揮土"Hとした曹書奇聾書れ、重た市文

化協全会甚と Lτ市町文 Il匝賀民話圃書れ

宜l-1:. 

富良.己ょなく量Lていた董阿古んは、

歴史にはぐくまれt高島田良書岳 『率良E

四季H 市島町4也事んに靭介Lょうと、

意歯止的に臥車活動書れτい宜 Lた.今固め

テーマ も蝿障で書かれたも聞で並河苫ん白

置桂田執筆となり宜した.

位入町ご寓掴量つつ ' で̂お祈りいた L

". 
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